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各校事務職員様

連携会議事務局

特特別別支支援援教教育育就就学学奨奨励励費費・・リリーーススＰＰＣＣ

最近市内で起きたことです。

特別支援教育就学奨励費に関わって、認定者名簿が市教委から届いた（昨年、名簿は

なかった）のですが、記載されていない子どもがいたので市教委に問い合わせたところ、

「申請がないので・・・」とのこと。事情をもう少し詳しく聞いてみると、「該当家庭に

申請書を郵送しているが申請書が提出されない」ということのようです。そこで、当該

保護者に尋ねてみたら、「就学援助制度」と混同していて申請していなかった・・・とい

うようなことでした。

さて、就学援助制度の申請については私たちも随分気を使ってきましたが、就学奨励

費についてはどうだったでしょう。市教委から当該家庭に直送されるため学校を経由し

ない、というのも盲点だったかもしれません。郵送だからといって、保護者が確実に目

を通しているとはかぎりません。申請の意思の有無を確実に把握する方法が検討されな

ければならないと感じました。

２３回連携会議の際に、児童生徒用ＰＣの更新計画について質問があったので市教委

に訊いてみました。

結論から言うと、中期計画のようなものはなく、毎年度予算編成の際に各学校の要望

やリース残存期間などを考慮して決定するそうです。そのことからすると、各校予算要

望にきちっと記載していくことが必要ですね。

なお、児童生徒用ＰＣはリース物件なので、ハード面での故障などの場合でも原則と

して市教委予算で修理してもらえるとのことでした。


